
市民・事業者の主な意見等

川崎市環境局

参考資料３－２



目次

○ 市民・事業者の主な意見

（１）かわさき市民アンケート ・・・P２～

（市政の仕事でよくやっていると思うこと、情報入手方法、取組）

（２）川崎市総合計画に関する市民アンケート調査 ・・・P６～

（ごみを減らす取組）

（３）川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査 ・・・P１０～

（脱炭素化や資源型社会への考え方、施策の重要項目、取組の重要性、環境配慮行動、市民参加、情報発信、支援）

（４）環境に関する市民・事業者の意識調査 ・・・P２３～

（取組の優先度、市が行う取組の改善傾向、環境問題の責任、環境配慮行動、2050年の将来像）

（５）市内の高校生のアンケート ・・・P３１～

（関心、ごみ減量の取組状況、行動変容アイデア、2050年の将来像）

（６）かわさき環境フォーラム「みんなで描く2050年のみらい」 ・・・P３２～

（2050年の将来像）

（７）川崎市ごみゼロカフェ ワークショップ ・・・P３４～

（分別で迷うもの、プラ削減・食ロスの取組、情報発信、海洋プラの取組、行動変容）

（８）事業系一般廃棄物の減量化・資源化推進説明会の意見 ・・・P３５～

（減量・資源化の取組、課題）

2



市民・事業者の主な意見等

令和５年度かわさき市民アンケート①
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＜実施概要＞
１ 実施日 令和5年10月～12月
２ 対象者 住民基本台帳からの層化無作為抽出
３ 回答数 1,491 件

出典：令和５(2023)年度
かわさき市民アンケート概要版

○市政の仕事でよくやっていると思うこと ▼全35項目中、１位（平成18年度調査開始以来）
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令和５年度かわさき市民アンケート②

出典：令和５(2023)年度
かわさき市民アンケート概要版
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▼情報の入手先は
市ホームページ、市政だよりの順に高い



市民・事業者の主な意見等

令和２年度かわさき市民アンケート

出典：令和５(2023)年度
かわさき市民アンケート概要版

＜実施概要＞
１ 実施日 令和2年11月～12月
２ 対象者 住民基本台帳からの層化二段無作為抽出
３ 回答数 1,653 件
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※全12項目中
上位４項目

▼緩和策は、資源物と分別、マイバッグ、環境配慮購入が約９割



市民・事業者の主な意見等

川崎市総合計画に関する市民アンケート調査① ※２年に１回実施

出典：令和３年度川崎市総合計画に関する
市民アンケート調査報告書（R4.5）

＜実施概要＞
１ 実施日 令和４年２月～３月
２ 対象者 川崎市在住の満 18 歳以上の男女個人 3,000 人
３ 回答数 1,622 件
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←ごみを減らす取組は
８割以上が実施



市民・事業者の主な意見等

出典：令和３年川崎市総合計画に関する市民アンケート調査報告書（R4.5）
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川崎市総合計画に関する市民アンケート調査② ※２年に１回実施

積極的回答：そう思う、ある程度そう思う 中間的回答：どちらともいえない
消極的回答：あまりそう思わない、思わない

▼市民が積極的な取組はごみを減らすで

全29項目中、１位
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出典：令和３年川崎市総合計画に関する市民アンケート調査報告書（R4.5）
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○ごみを減らす取組について（属性別）

川崎市総合計画に関する市民アンケート調査③ ※２年に１回実施

▼女性、年齢が高いほど、
取り組んでいる



市民・事業者の主な意見等

出典：令和３年川崎市総合計画に関する市民アンケート調査報告書（R4.5）
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○ごみを減らす取組に係る主な自由回答

川崎市総合計画に関する市民アンケート調査④ ※２年に１回実施

▼ごみを減らす取組の否定的な理由として、
分別の意義や経済的なメリットを感じないとの意見



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査①

＜実施概要＞
１ 実施日 令和元年6月～9月
２ 対象者 市民活動団体に所属する市民や大学生等
３ 回答数 432件
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査②
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

←女性、年齢が高いほど
共感している
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査③
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

←市民が重要と考える環境施策は、
環境教育、ごみの減量化・資源化
災害対策、再エネ、温ガス削減
の順で上位５位を占めている

１位

２位

３位

４位

５位



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査④

13

出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼環境施策の効果を上げるための重要な取組として、
協働・連携の体制強化が約４割
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑤
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼環境配慮行動の実行として、マイバッグや環境配慮購入は半数超
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑥
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼環境保全活動の重要な取組として、情報発信が約４割
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑦
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼効果的な情報発信の手法として、
SNS、市政だより、イベントの順



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑧
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

＜実施概要＞
１ 実施日 令和元年6月～9月
２ 対象者 市内事業者（事業者団体に所属している会員企業など）
３ 回答数 122件
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑨
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼＜事業者＞現計画の方向性に約９割が共感



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑩

出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果
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▼＜事業者＞環境管理や配慮の取組として、
廃棄物排出削減が約６割、リユースリサイクル約５割



市民・事業者の主な意見等

川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑪
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼＜事業者＞本市に期待する環境保全の支援として
資金支援、情報発信は５割超
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑫

21

出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

＜実施概要＞
１ 実施日 令和元年6月～11月
２ 対象者 イベント等に参加している市民
３ 回答数 512件（大人 312 名、こども 200 名）

▼用語の認知度として、
資源循環は９割超が認知
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川崎市環境基本計画改定に関するアンケート調査⑬
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出典：令和元年度 川崎市環境基本計画
改定に関するアンケート調査結果

▼環境配慮行動として、
詰め替え製品購入、マイバッグは高め
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＜実施概要＞
１ 実施日 平成30年9月3日～4日
２ 対象者 川崎市在住の18歳以上の市民
３ 回答数 1,573 件

出典：Webアンケート
市民の環境に関する意識調査結果・分析

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果①

▼取組の優先度として
廃棄物問題は２番目の優先、９割超
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平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果②

出典：Webアンケート
市民の環境に関する意識調査結果・分析

▼近年の改善傾向と取組状況として、
廃棄物問題は３番目
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出典：Webアンケート
市民の環境に関する意識調査結果・分析
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平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果③

←廃棄物問題は
１市民・事業者・行政の協力
２行政の責任
３事業者の責任の順に多い
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出典：Webアンケート
市民の環境に関する意識調査結果・分析

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果④

▼市民が取組を進めるうえで重要なこととして、
経済効果、保全効果、見える化の順に多い
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出典：平成30年度 環境に関する市民・
事業者の意識調査結果 概要
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＜実施概要＞
１ 実施日 平成30年12月～平成31年2月
２ 対象者 市民、事業者
３ 回答数 ごみゼロカフェ20件 【市民・ワークショップ】

地球温暖化防止活動推進員研修会23件 【市民・ワークショップ】

川崎コンビナート環境保安技術研究会13件 【事業者・ワークショップ】
ＮＰＯ法人 産業・環境創造リエゾンセンター16件【事業者・ワークショップ】
一般社団法人 神奈川県情報サービス産業協会12件【事業者・グループインタビュー】

エネルギー・環境子どもワークショップ117件（小学生106件、大人11件）

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果⑤
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出典：平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果 概要

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果⑥



市民・事業者の主な意見等

29

出典：平成30年度 環境に関する市民・
事業者の意識調査結果 概要

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果⑦
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出典：平成30年度 環境に関する市民・
事業者の意識調査結果 概要

平成30年度 環境に関する市民・事業者の意識調査結果⑧
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市内の高校生のアンケート意見

＜実施概要＞
１ 実施日 2024年6月
２ 対象者 市内高校2、3年生
３ 回答数 297件

■ごみの減量や分別を思わずしたくなるアイデア（一例）

• ごみの分別や減量をしたら商品交換、購入に使えるポイン
トが貰えるサービス

• ごみを正しく分別し捨てられるようなデザイン等を施した
ごみ箱の設置

• ごみの現状、危惧される将来についてのポスターやイラス
ト等での啓発 など

■脱炭素社会を見据えて、2050年にどのようなまちに
住みたいですか？（一例）

• ごみという概念がなくなり、すべて再利用している世界
• プラスチックが減って、リサイクルも普及しているまち
• 燃やすごみを他の何かに転換し活用できる世界
• 環境に負荷の少ない資源を活用した生活
• 再生可能エネルギーで電気を作る世界
• 異常気象の進行が抑えられ、地球温暖化の心配がないまち

31

59％32％
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かわさき環境フォーラム「みんなで描く2050年のみらい」

出典：かわさき環境フォーラム「みんなで描く2050年のみらい」(R2.12.13) 

＜実施概要＞
１ 実施日 2020年12月
２ 対象者 イベント参加者（子供中心）
３ 回答数 154件

＜意見の一例＞
・ごみがすくないみらい！
・空や川がきれいなまち
・ごみがひとつもおちてないせかい！
・お花でいっぱいの道がほしい
・家の屋根は全部太陽光パネル
・みんなで自然の電気を使っている
・全部の車が、ガソリンをつかわなくなる
・2050年車や電車がとぶのは当たり前の世界
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＜令和5年度：12月、1月、3月の計3回＞ ※各回20名程度参加（子供・大人）

■食品ロスの現状を知らせる広報のアイデア
• テレビ
• イベント
• 実習を伴う講座
• キャラクターの活用
• チラシやネット、SNS
• 市内食品事業者の講演
• 市のweb ページ自体の宣伝

■分け方出し方で迷うポイント
• 複合素材
• 透明なトレイ
• プラマークのない容器包装
• アルミコーディングのもの
• 汚れのついたもの、においの強いもの
• リチウムイオン電池、ボタン電池等の電池類 など

■今後取り組みたい食品ロス削減
• 地産地消の心掛け
• ローリングストック
• 皮、可食部まで食べる
• 消費期限間近の安売り など

出典：令和5年度ごみゼロカフェ活動報告書より抜粋・要約 33

川崎市ごみゼロカフェ ワークショップでの主な意見①

■プラ削減のため今日から実践できること
・量り売りのものを買う
・不要なものは手にしない
・詰め替え製品をもっと使う
・ワンウェイプラ容器を避ける
・PET ボトル飲料を極力買わない
・コンビニのプラごみ回収方法の検討
・店頭回収ボックスをもっと積極的に利用
・リデュースを重視し次にリユース、リサイクルは最後
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川崎市ごみゼロカフェ ワークショップでの主な意見②
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＜令和2年度：9月、11月、2月の計3回＞ ※各回15名程度参加（子供・大人）

■自分の行動に参考になったことや提案
• 分別の実践
• 先のことまで考えて買う
• 老人会からみんなへの声かけ
• すぐに買うのではなくレンタル
• 家族が分別しやすいような工夫
• 水分量を配慮した生ごみの出し方
• 企業の分別・リサイクルの取組みの横展開
• ツイッター、インスタなどで積極的に広報 など

■海を守るために今後できそうなことや提案
• ポイ捨て禁止条例
• 企業のリーダーに現状を知らせる
• 環境に良いものなど知識を身に付け行動
• プラ製品を意識して使用を最小限にする努力
• 海岸清掃への参加、路上プラスチックごみの片づけ
• プラスチックフリーの店を増やすための消費行動
• マイバッグ、マイボトル・マイストローの持参
• 圧縮できる生分解性ボトルの利用 など

出典：令和2年度ごみゼロカフェ活動報告書より抜粋・要約

出典：令和元年度ごみゼロカフェ運営活動報告書より抜粋・要約

＜令和元年度：7月、8月、10月の計3回＞ ※各回20名程度参加（子供・大人）

■今後食品ロス対策としてできそうなこと
・野菜は丸ごと食べる ・調味料に開封日をつける ・冷蔵庫の整理（7 割に） ・食材に合わせた保存
・作り置き ・頭を整理して買い物 ・ストックはなくなりそうになってから購入
・買いすぎない、常備食を作る、別メニューに作り替え など



市民・事業者の主な意見等

令和６年度事業系一般廃棄物の減量化・資源化推進説明会の主な意見

＜実施概要＞
１ 実施日 2024年6月
２ 対象者 市内事業系一般廃棄物多量・準多量排出事業者
３ 回答数 88件
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■今後、更なる減量化・資源化を進めるため、検討・予定していることはありますか
• 生ごみの減量化 ５件
• ペーパーレス化 １０件
• 剪定枝のリサイクル ５件
• 紙ごみの減量化、資源化 １３件
• 入居テナント等への分別徹底 ９件
• その他 ７件（必要な量を最低限注文、廃プラ混入を防ぐなど）

■更なる減量化・資源化を進めるため、課題はありますか
• 処理費用 ２１件
• 社内調整 ３８件
• 処理先等の情報不足 ２１件
• その他 ６件（お客様、スタッフ意識、古紙の扱い、紙使用量、情報共有、分別）


